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局 加 一ト エ キ 源 料で あ る ・ ・シ リ ド・ ・ （Sc・鱒 洳 ・ni … MAXIM ・）は ・ す で ¢曙 者らが結 した よ うに ・ 資

源 の 枯渇，品質の 劣化が著 し く，ロ
ー

ト エ キ ス 原料生薬 の 開発が 求 め られ て い る．著 者 ら は す で に S．Parviflora

NAKAI ，　S ．　carniolica 　JACQ，に 基 く輸入 ロ
ート コ ン ボ ， 局方 ロ

ート エ キ ス 原料 と して 製剤面か ら も， 成 分化学的 に

も，薬理的 に も邦産 v 一ト コ ソ よ り優 れ た 点 の あ る こ と を 報告した
2｝．しか し ScoPolia属植物は 栽培条件上 の 制約

が多 く，ま た 生育に 数年 を要す る な ど 経 済性に も欠け る た め 栽培化 は 容易で な く，現 状 で は 野生品の 採取に 頼 ら ざ る

を 得ない ，そ の た め に 現在の 高品 質の 輸入 ロ
ー

ト コ ソ に お い て も邦産 V 一ト コ ソ と 同様 ， 資源 の 枯渇，品質の 劣化 が

起 っ て くる も の と推定され る．

　今回，著者らは 以上 の 現状か ら，局方 ロ
ー

ト エ キ ス 原料 と し て の 可 能性を，他の ト ロ パ ン ア ル カ P イ ド含有植物 に

つ い て 検討す る 目的で ，
ア ル カ ロ イ ド含量 ， 栽培 の 容易性 ， 収量 な どを 考慮 し て ，

Datura 属 　と り わ け 根 部 が短 時

日で 著 し く成艮す る Datura 　meteloides 　DC ．を 選 び，局方に 従 っ て 製 し た D ．　meteloides 根の エ キ ス 収量，ア ル ヵ ロ

イ ド含量，鎮痙作用，急性毒性な どに つ い て ，S ．　Parvifiora根茎 エ キ ス お よ び そ れ ら の 主ア ル カ ロ イ ド 成 分 で ある

J−hyoscyamine ，　scopolamine ，　atropi
’
ne と 比較検討した．そ の 結果 ，

こ れ ら エ キ ス の LDso 値に 著 し い 相異が 認 め

1） L ・・ati ・ n ・ Y ・・hida−Shim ・ad ・・hi−・h・・S晦 ・−k・・Ky ・t°s

　2）　木島正 夫，田端　守 ， 鹿野美弘 ， 田 中重雄 ， 生薬 ，
23

，
89 （1969）．
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られ，そ の 原因を，ア ル カ T・イ ド以 外 の 毒性成分 の 存在お よ び ア ル カ ロ イ ド組成の 違い に ある こ と を 明 らか に し，さ

ら に Datura　 metegoides 根 の ロ
ー

トエ キ ス 原料 と し て の 可 能性に も 言 及 した ，

実　　験 　　の 　　部

　 実 験 材 料

　本実験に 用い た 材
1
料 は Table 　I の ご と くで あ る．

　s・Parvinora根茎 は 重質 で ， で ん ぷ ん 質 に 富み，硬 い ．　 D ．　meteloides 根は 乾燥 に よ り著 し く減量 し，繊維質に 富

み 軽質で ある ．乾燥生薬を 10〜50 メ
ッ シ ュ に 粉砕後，JP　VII に 従 い 抽 出，減圧 濃縮後，生薬 2g が エ キ ス 1ml

に 相当す る よ うに 調製 し冷暗所 に保存した ．

　　　　　　　　　　　 TABLE 　 L　 Materials　Used 　 for　 the　 Experimcnts ．

Scopolia　paアviflora 　NAKAI ：Imported 　from 　 Korea 　in　 1968，

Da彦uTa 　meteloides 　DC．　　 ： Cultivated　in　Kyoto　Univ ．　 during 　April，1969〜March ，1970．

実 験 方 法

　 A 　総 ア ル カ ロ イ ドの 定量

　
一

定量 の エ キ ス を 精確 に 取 り，蒸留水 で 希釈，ア ソ モ ニ ア ア ル カ リ性 と し，CHCI3 で 3 回抽 出，　 CHCIs層 を 合わせ

全量 100　ml と しその 1ml を取 っ て 水浴 E蒸発乾固，発煙硝酸を 加 えニト P 化を行 い ， 以
．
ド Freeman 　tks）に準じ

定 量 した．吸光度測定は SHIMADZu −BAuscH ＆ LOMB 　Spcctronic　20 （1　cm セ ル ）を 用い ，呈色試薬 混 和 90 秒後

545m μ で 測定 した ．検 量 線は atropine 　 sulfate を 用 い て 作成 し含 有 ア ル カ P イ ド量 は atropine 換算値 と し た ，

　 B　l−hyoscyamine，　 scopolamine の 分離定量

　
一

定 量 の エ キ ス を 精確に 取 り， 蒸留水で 希釈 ， ア ン モ ニ ア ア ル カ リ性 と し，CHCI3で 3 回抽出 し，　 CHCIs層を 合わ

せ 定 容 と す る．そ の 一
定量 〔25〜50 μ1）を Silica　gel 薄 層 板 に ス ポ ッ ト し ，

　 CHC13 ： EtOH ： 28％ NH
生
OH （85 ：14 ：

1）の 混合溶媒 に て展開後 ，
ヨ ウ 素蒸気に さ らし て 各ア ル カ ロ イ ドを 確認 した ．　 1−hyoscyamine

，　scop 。1amineに 相当

す る部分を 削 り取 り， ア ソ モ ニ ア 性 メ タ ノ
ー

ル で 抽出，そ の 全量を 総 ア ル ヵ ロ イ ド定量 法 に 準 じ 測定 し た．

　 C　 鎮 痙 作 用 の検定

　雌雄 成熟モ ル モ ッ ト （250〜3509） の 摘出回 盲部 を用 い Magnus 法 に よ り効 力 比 較 を 行 っ た．浴槽容積 50　ml ，
26℃ ，空気 を 通 じた Tyr 。 de 溶液 （Cal2； x1 ！2，　 Mg 「2

； × 2）に 懸垂 し ，　 Ach 次極大濃度の 収 縮 が
一

走 す る の を確

め た ヒ，まず投 与量 を 0．5ml に 調製した 検体を 加 え，60 秒後 に Ach を 加 え ， そ の 収縮抑制 を 測定 した （上 昇法）．

鎮痙効力の 箕出は atropine 　 sulfate を 対照 と し，4 点法 で 彳∫い ，
　 atropine の 活性を 1．0 と し て，等量 の ア ル カ ロ イ

ドの 活性 を 比活性 と し て 示 し た ．

　 D 　急 性 毒性 試 験

　健康な雄性 マ ウ ス （14〜189 ）を各検体 に 対 し 1群 6匹，4 群を 用 い た ．検体 は 各用量間に 等比級数 が 成立 す る よ う

に 等張食塩水 で希釈 した．投 与量は 体重 1eg 当 り O．2m1 と し，腹腔内投与に よ り生死 を 24 時間後 に 判定 し た，

LDse値の 算出 は Weil 法
4）

に 従 っ た ，

Rhizomes 　 or　 Roots

「・ x ・d・w ・・h35 ％ … H ・

Extract （A ）

　 　 　 　 extd ，　 with 　 MeOH ．

　　　　　E
　　Residue 　（B ）

　　　　　　ion　 exchange 　 resin ，

Neutral　fraction（D ）

（JP　 VII）

Chart　1，

　　　　　　　　　　　　　　　　 MeOH 　 ext ．　Aq ．　 SQL 　（C ）

　　　　　　　　CG
−・2・・CG −4… 　 　 「・ x ・d・w ・・h　CHC1 ・

・

　　　　　　　　　　　　　　　 I　　　　　　　　　 　　　　　 I
　　　　　　　　　　　　Aq ・layer （E ）　　　　　　　　　CHC1

諺
layer （F ）

SeparatiDn　of 　Toxic　Components　from　S．加 アviflora　Rhizomes　and
1）．meteloides 　Roots，

3）　F ．M ．　Freeman ，　 Analyst　80，
520 （1955）．

（106 ）
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　 E 　 分 画 分 離 法

　分画分離 は CI・IART 　1 に 示す．酸，ア ル カ リまた は そ の 塩 に よ り， 生理 活性の 測定値 が 影響を受けない よ うに ，分

画 に 際 し，酸，ア ル カ リの 添加は 行わ ず，エ キ ス 自体の 液性 （弱酸性）を利用 した ．イ ォソ 交換樹脂 は 生薬重量 換算

19 当 り，ア ソ バ ーラ イ ト CG −120，　 CG −400 （TYPE −1）を 各 59 用い カ ラ ム 法 で 流出部を取 っ た．

結　 果　 と　 考　 察

　総 ア ル カロ イ ド量 お よ び 1・・hyoscyamine〆scopolamine 含量比

　S・カarviflora 根茎 お よ び 1）・meteloides 根の 総 ア ル カ ロ イ ド量 （乾燥生薬重量当 りに 換算〉 お よ び，1−hyoscya−

mine ，　 scopolamine の 含量比を TABLE 　II に 示 す．

　Freeman 法
3 ＞に よ っ て い る た め ，　 Vitali−Morin 反応

5）で 呈 色 しな い ア ル カ v イ ドの 存在 は 考慮 され て い ない ．特

に Datura 属植物 に は Vitali−Morin 反応陰性 の meteloidine がか な り含まれ て い るた め
6）

， 実際 の ア ル カ P イ ド

TABLE 　II．　 Alkaloid　Contents　 of 　Seopolia　Rhizomes 　 and 　 Datura　Roots ，

Materials

ScoPolia　rhizomes

工）atura 　roots

Total　 alkaloids

　　　（％）
1）

0．384± 0．0ユ0

0．688土 0．006

t−hyoscyamine
　　 （％）

0．305　　（78．6）2）

0．078　　（1L3 ）
2＞

scopolamine

　　（％）

hyoscyamine ／
SCOPDlamine

O．047　（12．1）2）

0．533　　（77、5）2）

65！1010168

1）　 calculated 　 as 　hyoscyamine ．
．2）　（　）；percent　to　 the 　 total　 amount 　 of 　 alkaloids ．

TABLE 　 III．　 Chemical　 and 　 Pharmaco！ogical 　 Qualities。f　 the　 Fractions　 from　 Scopolia

　　　　　　 parvinora　Rhlzomes　 and 　 1）atura 　 meteloides 　Roots．

Fraction
FDI｝

（mg ）

A
SP ，6〕

DM ．6》
296，0324

，4

　 Total
a 星kaloids2）3）

　　（％）

B

0．384± 0．010

0，688± 0 ．006

SP ．

DM ，

102．185

．4

7
）

）

（

（

C ：

SP，

DM ，

184．2239
、0

D ； DM ． 21．8

0．382＋ 0．005
0．690 十 〇．004

（
一
）

LD ．．o （mg ）
t）

Crude　drug FD Alkaloid2）
Specificactivity5

）

269，3土 9．2

63、7 ＋ 8．2

79．720

．6

≧ 1000，0　　　　　 ≧ 102．0

55．4＋ 4．3　　　　　　　4．7

269．3± 9，2
261 ．1 十 9．0

E ：

SP．
DM ．

≦ 130．0

167．4221

．70

，384土 O．006
0，710 ± 0．004293

．0土 1．8

261．4土 9．4

49，662
．4

≦2．849

、157

．9

1．030

、440

．000

．001

．031
，800

．00

1，981

．820

．000

．002

，00L840

．00

L131

，86

F
SP ．「
DM ．

29．317

．8
）

）

（

（

）

）

）

）

）

12

の
Q45

2．001

．80

＿8）

）

）

）

α
U78

Freeze−dried　 extract 　prepared　 frorn　1．　g　 of 　 crude 　drug

Calculated　 as 　hyoscyamine

Calculated　 on 　the　dry　 weight 　basis　of 　crude 　drug

Per　g　body 　 weight （mouse ）

Ratio　of 　activity 　of 　extract 　containing 　equal 　 amount 　of 　alkalo 三ds　ca 上culated 　as 　atropine 　to　the 　activity

of 　standard 　atropine

SP．　 ScoPolia；DM ．　 Datura

Undetected 　by　the　Dragendolff’s　reagent

Asmall 　 activity 　due　 to　 scopoletin 　 was 　 detected （see 　text）

4）

5）
．6）

W ．R ．　Thompson ，　 C ．S．　 Weil，　 Biometrics　8，51，249 （1952）．

C．Morin，ノ．　 Pharm ．　 C物 冗 ．，　 Paris，23，245 （1936）．
F．L．　 Pyman ，　 J．　E ．　Reynold ，∫．　 Chem．　 Soc．93，2077 　（1908），

（107 ）
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量 は TABLE 値を 上 まわ る は ず で あ る ．しか し，　 Vitali−Morin 反 応に 必 要な ト ロ ピ ン 酸部分 を もた な い meteloidine

な ど の ア ル カ 卩 イ ドに は ， 溝造活性相 関の 1二か ら も atrepine 様作用が無 い か，あ る い は 非常に 弱 い と 推定 され
η

，

鎮痙作 用 を．主 と して 考え る 場 合は ，Freeman 法に よ る定量がむ し ろ 適当で あ る と考 え られ る．乾燥生薬当 り の 総 ア

ル カ ロ イ ド量 は S，Parvifiora根 茎 に 比 べ ，1）．　meteloides 根 は 著 し く高 い が ， そ の 組成 は ，
　 S．　Parviflora 根茎に Z−

hyoscyarnine が 多 い の に 対 し，　 D ．　meteloides 根 で は ，全 く逆に ，　 scopolamine の 含 量 が 高 い ．し か し 共 に ，
　 Z−

hyoscyamine と scopolamine の 和 は 総 ア ル カ P イ ドの 90％ に 柑当す る．以上か ら D ．　 meteloides 根 は scoPolamine

原料 と し て 非常に 優れ て い る とい え よ う．ま た 1−hyoscyamine と scopolamine の 鎮痙効力 は 等 し く，相加的に 作

用 す るた め
8｝ ア ル カ v イ ド定量値だ け か ら考え る と D ・meteloides 根の 卩

一
ト＝ キ ス 代用原料 と し て の 可 能性は高い ．

　 エ キ ス 収量 と ア ル 力 ロ イ ド含量 の 関係

　 S・Parviflora根茎 と D ・meteloides 根 は，そ の 性 状 の 違 い に も か か わ らず，乾燥生 薬重量 当 り の エ キ ス 収量に ほ

と ん ど 差がな く・む し ろ 軽質 の D ・meteloides 根の 方　　　 TABLE 　IV．　 Acute 　Lethal　Doses　of 　Various

が，わ ず か に 上 ま わ る．単位 エ キ ス 量当 りの ア ル カ ロ イ　 　 　 　　 　 　 　 　 A ！kaloids ．

ド量 に お い て S．Parvifioraで L3 ％ ，
　 D ．　meteJoides で

2．1％ と な り， D ．　meteJoides 根 は 優れた 点 を もっ て い

る．

　鎮痙作 用 の 検定

　 D ・meteloides 根 ニ キ ス で は，含有 ア ル カ P イ ド の 全

て が t−hyDscyamine と 同 等 の 活 性 を 持つ 場 合 に 予 期 さ

LDsol）　（mg ）

1−Hyoscyamine

Scopolamine

Atropine

2．40十 〇．18

4．92ニヒO．15

2．83：LO．18

1）　per 　10g　bedy　 weight （mouse ）．

れ る活性 （比 活性 2，0）に 対 し て，そ の 91％ の 活性 し か 示 さ な い ．1−hyoscyamine と scopolamine は ほ ぼ同等 の

活性 を 持つ
S）た め ，主 ア ル カ P イ ドの 組成 の 逮 い に

よ る もの で は な い が ， そ の 原 因 は 未だ 明 ら か で な

い ．

　エ キ ス の 急性毒性 お よび 毒性分画 の 検索

　急性毒性試験 で ，D ．　meteloides 根 と S．　Parviflora

根茎は ，最 も 著 しい 差異 が あ っ た．

　S・Parviガora 根 茎 エ キ ス の LD50 は 乾燥生薬換

算で 269．3mg で あ る の に 対 し，　 D ．　meteloides 根

エ キ ス で は 4・2 倍強い 63，7mg の 値を と る．し か

し こ の 毒性 の 強 さ と発現時 間 は 相 関 せ ず，S ．　Par−

vifiora 根 茎 エ キ ス が 1−hyoscyamine ，　 atropine の

毒性作用 と同 様の 反 応 で 死 に 至 り， 投与後 2 時間 目

に は ほ ぼ各個体の 生 死 が 確定 して い る の に 対 し て，
D ・meteloides 根 ＝ キ ス で は ，致死 量 に 近 い 投与量

に お い て ，投与後 の 1〜2 時間 は正 常の 個体 との 間

に ほ とん ど差が認 め られず，その 後徐 々 に 死 に 至 る

が ， 個 々 の 個体 の 生 死 は 12時間後も不確定で あ る・

当然高濃度で は 致死 効果の 発現 は 早 ま る が ， ア ル カ

ロ イ ドに よ る反応 はみ られ な い ．D ．　meteloides 根

エ キ ス に よ る致死効果の 作用点 は 未だ明 らか で な い

が ， 致死 量 に 近 い 投与を 受け て 生き残 っ た 場合，し

ば し ぽ 視力を 失 う個体が み られた ．し か し こ の 視力

喪失 も 48〜72 時間後に は 正 常k 回復す る 傾向に あ

る．又 ， 解剖所見 上 ， 著 明 な 変化 は み られ な か っ た

が，身 体 各部 に 局 所 的 な 充 血 がみ られ る よ 5 で あ っ

　7）

　　　 院 ， 東京 ，
1958

， p．188．

　 8）　山 閏 　肇 ， 目 薬理 16
，
22§ （1920）．

圈 … P・1・…

■ ・・h・1・一・・

　A ： centrol ．　 　 　 　 　 B ： scQpoletin ，2 × 10
−5

　
a ）

　C ： scopoleiin ，3 × 10
−s

　 D ： scopoletin ，5× 10−s

　E ： scopoletin
，
6 × 10−5　　 Tyrode 　 solution ，34℃

　 a ）gfml

Fig、　L 　 The 　Kymographic 　Recording 　of 　Pharma −

　　　　 cological 　Activity　of 　Scopoletin　 Tested 　on

　　　　 the　Isolated工1eum 　of　Gu．inea−pig　by　Magnuse

　 　 　 　 Method ．

R ．B．　BarlQw ，“lntroduction　to　Chemical　Pharmcology ”
熊谷

’
洋 ， 佐久 間昭 共訳 ，

“
化学薬 理 学

”
，医 学書
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た ，こ の S ．　parvifiora根茎 エ キ ス お よ び ヱ）．腮 弼 of4θS 根 エ キ ス の 分画 の 毒性 に つ い て は 、　 S ．　 Parviflora根茎 エ

キ ス で は ，そ の 毒性 が 完全 に メ タ ノ ール 可 溶部 （C ）に 移 り，
エ キ ス 収量 の 34％ に 相当す る メ タ ノ ール 不 溶 部 （B ）．

は 毒性に も， 鎮痙作用に も全 く寄与 し て い な い ．さ らに 分画 （C ）を ク ロ ロ ホ ル ム に て 分配 した （E ）お よ び （F）で

は ， その 毒性 は 幾分弱 ま るが，ア ル カ v イ ドを含む分画 （E ）に
一

致 し て い る．

　
一

方 ，
D ．　meteleides 根 エ キ ス で は ， そ の 主た る毒性 は，ア ル カ ロ イ ドを 含 ま ない メ タ ノ

ー
ル 不溶部 （B ）に 移 り，

乾燥生薬換算値 か らみ る と，幾分作用は 強 ま る傾 向 に あ り，反 応 は 全 く 1），meteloides 根 エ キ ス と 同様で あ っ た．さ

ら に こ の 分画 （B ）を ， 強酸性 ， 強塩基「生イ オ ソ 交換樹脂に 通 じた と こ ろ ， そ の 流出 した 中性分画に 毒性 は 保持 さ れ，
LDffo値 は マ ウ ス 体重 109 当 り， 凍結乾燥 エ キ ズ重量 で （B ）の 4，7 エng か ら （D ）の 2．8mg へ と強 め られた ，ま

た こ の ヱ）、meteloides 根 エ キ ス の メ タ ノ ー
ル 可溶部で も毒性 を示 す が LD50 値 は生 薬 換 算 で 261．　1　mg と 大 き く減

弱す る ．また 反応も，
scopolamine 投与 と 同様 の 状態を 示 す が，こ の こ とは LD5e値に お け る ア ル カ ロ イ ド量 が 1．80

mg と 4 倍に 上 昇 した こ と と 相関 して い る．こ の 分画 （C ）を さ らに ク ロ ロ ホ ル ム で 抽 出 し （E），（F）に 分画 して も，

（C ）か ら （E ）へ の ア ル カ v イ ドを含む分画の LD5
。 値は 変 化 しな い ．以 上 の こ と か ら D ．　meteloides 根 エ キ ス の 毒

性 は，メ タ ノール 不 溶性 の 中性成分に 主 と し て 代表 され ，
ア ル カ ロ イ ドは 全 く影響 しない か ， また は む し ろ弱め る傾

向に ある．

　D ．meteloides 根エ キ ス と 5 ．　Parvilora根茎 F キ ス は 全 く異 っ た 成分に そ の 毒性を依存す るが ，
　 D ．　meteloides 根

エ キ ス で は ，そ の 毒性成分 と，鎮痙作用を もつ ア ル カ ロ イ ド分 画 と の 分 離 は 非 常 に 容 易 で あ り，こ の 毒性分画 を 除 い

囿
　　　Scopoletin

　　 5x10
−
5．己）

圈B・C1・・1・−4

圈
　　　Acetylcholine

　　　chloride ；10
−7

Rabbit　 ileum，

Tyrode　solution ，

34℃．

a）9／ml

Fig．2．　The 　Kymographic 　Recording 　of　Pharmacolog 圭cal 　Effect　 of　Scopoletin　Tested　on

　　　　 the　 Iso呈ated 　Ileuln　 Q 〔Rabb ［し by　Magnus 　 Method ，
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た 残 りの ア ル カ ロ イド分画は，毒性 の 点か らも，鎮痙作

用 の 点か らも S．Parvifora根茎 エ キ ス よ り優 れ て い る

と 考え られ る．

　
一

方，S．　Parvifiora恨茎 お よ び D ．　 meteloides 根の

い ずれ に 基 く分画 （E ）で も，LDso の 乾燥生薬換算値，

凍結乾燥 エ キ ス 量 の 値は 各 々 近似 し て い る が，含有 ア ル

カ T・ イ ド量 で は 大きな差が 認 め られ る，こ の こ と は ，」−

hyoscyamine お よび scopolamine 純物質の 急性致死 量

か ら考 え （TABLE 　IV），ア ル カ ロ イ ド組成の 違 い に 依

る もの と推定 され る が，そ の 絶 対 量 の 差 か ら ア ル カ ロ イ

ド以 外 の 毒性 成 分 の 存在 も推 定 さ れ る．

　 Scopoletinの 単 離 と薬 理 作 用

　 S．Parviflora根茎 エ キ ス の （C ）か ら （E ）へ の 分 画

：に よ っ て ，そ の 毒 性 は わ ず か に 減少 した ．そ の 原 因 は

．
（F ）分画 に 求 め られ る が ，

こ の 分画（F ）は TLC （Silica

ge1，　 CHCI3 ：MeOH ＝9 ； 1）で Fまぼ 単
・一

の ス ポ ッ トを 示

す ．こ れ を さ らに 活性 炭 カ ラ ム を 通 し，濃縮 し て 粗結晶

を得た．こ の 結晶を メ タ ノ ール か ら再 結 晶 し，融 点
’203DC，白色針状晶を単離 し，元素分析値 （Anal ．　Calcd ：

．C ，62．28，　 H ，4．20，　Found ： C，62．50，　H ，4．20 ），　 IR

ス ペ ク ト ル ，UV ス ペ ク トル か ら scopoletin と 同定 し

．た ，

　Scopoletin は Magnus 法 に よ る 摘出モ ル モ
ッ ト回 盲

部 に お け る Ach ．

Ba＋ 2
イ オ γ に よ る収縮に対 して も拮抗す る （Fig・2）．

に 対 し て 収縮 幅 の 増 強 と心 拍数 の 増加 を起 し た （Fig．3）

四 s・… 1・ 瞬 1鼻

　　　　　 Rlnger −Lock 　 solutien ，31℃ ．

　　　　　　a ）9／ml

Fig．3．　The 　Kymographic　Recording 　ef 　Pharma −

　　　　 cological 　Effect　 of　 Scopoletin　 Tested　on 　the

　　　　 Isolated　Auricles　of 　the 　Guinea −pig　Heart

　　　　 by　Magnus 　 Methcd ，

　　　　　　　　 の 収縮に 拮抗 し （Fig・1），ま た 家兎摘出回 盲部の 自動運動能を抑制す る と 同 時 に ，　 Ach ，お よび

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 また Linger−Lock 液 （31℃ ．02） 中 の モ ル モ
ッ ト心 房標本

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しか し なが らこ の 鎮痙 牢用 は 弱 く，エ キ ス 中で は 作用を 発

現す るに 至 らな い と考え られ る．ま た D ・meteloides 根 の 分画 （F ）に は s ⊂opoletin の 存在 は 確認 さ れず他 の 蛍光成

分 が 確認され た．

結 論

　 1） S ．Parvifloraの 乾燥根茎 と D ．　meteloides の 乾燥根 とは，その 性 状 が 著 し く異 な る が そ の エ キ ス 収量 は 近似
’
す る．

　2） S．ParviPtora根茎 に 比 べ て D ・meteJoides 根 は 非常 に 高い ア ル カ ロ イ ド含量を 持つ が，そ れ ら の 主 ア ル カ ロ

イ ド組成 は 全 く異 な り S．Parviflora根茎で は その 総 ア ル カ P イ ドの 79％ が，1−hyoscyamine で あ り，D ．　meteloides

根 で は 78 ％ が scopolamine で あ っ た ．こ の こ と か ら D ．　 meteloides 根 は sc 。polamine 原料生薬 と して 優れ て い る．

　3） S・Parviガora 根茎 エ キ ス と D ・meteloides 根 エ キ ス の 鎮 痙 作用 は，ほ ぼ そ の 含 有 ア ル カ P イ ド に 柑 関す るが

D ．meteloides で は 幾分弱い 傾 向が み られ る．

　 4） S．Parviflora根茎 エ キ ス と D ．　meteJoides 根 x キ ス の 毒件で は，後者が 前 者 の 4 倍 強 い ．そ の 違い と して S．

Parvifiora根茎 が そ の 毒 性 を 主 と して ア ル カ ロ イ ド分画 に よ っ て い るの に 対 し て ，
　P．　mel

’
eloides 根で VX　S．　Parvifiora

根茎 に は 含 ま れない 有機溶媒 不 溶，水 易溶の rll性 成 分が 毒性の 主 成分 で あ る こ と が 明 らか と な っ た ．

　 5） D ・meteloides 根に 含 まれ る ア ル カ Pt イ ド以 外の 有毒 成 分 は，溶 媒処 理 に よ っ て 容易に 除去 で きる．こ の 毒性

成分を除 い た ア ル カ ロ イ ドを含む分画 は，成分的 に も，薬理 的 に も S．　Parvinora 根茎 エ キ ス よ り優れた 点 を もつ ．

　 6） D ．meteloides 根の 青性成分の 化学構造お よ び一般 生 理 作 用 は 末 だ 明 らか で な い た め 、そ の 作用点 は 不 明で あ

る，

　 7） S ．Parvifiora根茎 エ キ ス の 急性毒性 ｝こわ ず か に 寄与す る 分 画 か ら scopoletin を 単離し ， そ の 生理 作用を験 し

た と こ ろ，抗 Ach 作 用，抗 Ba
−2

　 f乍用，心 房標本
’
iC 対す る 作用が み られ た が， エ キ ス 中で は 著 しい 作用 は示 さな い

も の と考 え られ る．
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